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【全体】 

 全体としては、昨年度よりも難化したものと思われます。事例Ⅰ（組織事例）は例年並み、事例Ⅱ

（マーケティング・流通事例）は難度が高く、事例Ⅲ（生産技術事例）と事例Ⅳ（財務・会計事例）

はやや難度が高かったと思われます。事例Ⅰ～Ⅲは、いかに与件を根拠に解答を導けたかで得点差が

つき、事例Ⅳは、第１問・第２問（設問１）でしっかり得点を取ることができたかで合否が決まると

思われます。 

 

【事例Ⅰ】 

 『「３ＰＬ事業者としての事業展開を行うための組織体制の整備」～地域を超えた物流コーディネ

ーターとして、企業の物流機能の一部を担う～』を基本テーマとした事例であり、解答文字数は440

字と昨年と同様であり、平成18年度まであった組織図が久しぶりに掲載された。例年よりは取り組み

やすいと思われるが、難度はやや難といったところがあると考えられる。 

 第１問は、2000年当時におけるＡ社の強みと弱みが問われている。組織事例であることを意識した

上で、第２問から第４問につながるものを優先して解答することが求められている。 

 第２問は、プロジェクトチームを組織した理由と長女をプロジェクトリーダーに任命した狙いが問

われている。第１問の弱みを踏まえ、第６段落・第７段落の記述を根拠に解答することが求められて

いる。 

 第３問は、Ｚ社がＡ社に案件を持ちかけた理由が問われている。第１問の強みを踏まえ、第３段

落・第７段落の記述を根拠に、Ｚ社が県内進出にあたりＡ社に期待したことを解答することが求めら

れている。 

 第４問（設問１）は、2024年の創業経営者の助言による配置転換の狙いが問われている。第９段落

～第12段落を根拠に、競合との差別化を図るための内容について解答することが求められている。 

 第４問（設問２）は、Ａ社がＺ社との取引関係を強化していくために必要な施策を助言することが

求められている。第１問の強みを踏まえ、第３段落、第13段落を根拠に、物流の多様化・複雑化と人

手不足への対応について解答することが求められている。 

 

【事例Ⅱ】 

『大きな変化に直面する陶磁器産地における、Ｘ焼きの地位向上に向けた３代目の挑戦～ブランド

価値向上企画、新規事業立案、店舗とＥＣサイトの相乗効果獲得～』を基本テーマとした事例であり、

解答文字数は570字と昨年よりも増加した。第２問、第３問の解答は、与件文を根拠に解答を導くの

が特に難しく、全体としての難度は高かったと考えられる。 

第１問は、ＳＷＯＴ分析が問われている。Ｓ、Ｗ、Ｏ、Ｔについて各40字以内でバランスよく、そ

して第２問～第４問につながるものを優先し、抽出・整理して解答することが求められている。 

第２問は、消費者にもたらす感覚価値（五感に訴える）と観念価値（ストーリーを付加）を意識し

て、返礼品の企画についての提案が問われている。与件を根拠に、市とＸ焼のファンを増やすような

具体的な内容を解答することが求められている。 

第３問は、自社や窯元の事業機会拡大を図り、食器愛好家のニーズ（あれもこれも欲しい、収納ス

ペースがないし、今あるものも捨てられない）を充足する新規事業内容の提案が問われている。第４

段落・第７段落・第９段落等を根拠に、具体的な内容を解答することが求められている。 

第４問は、ＥＣサイトのみ利用する新規顧客の店舗への来店を促す施策について解答することが求

められている。カフェスペースでのコト消費の提供について第９段落・第10段落等を根拠に、具体的

な施策を解答することが求められている。 
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【事例Ⅲ】 

『「受注量の増加を成長機会とするための現状改善を目指す搬送機器製造業者」～生産能力向上、

工程管理、価格交渉、脱下請け～』を基本テーマとした事例であり、解答文字数は520字と例年並み

であった。例年同様、解答要素をどの設問で解答すべきか、頭を悩ませる問題であったと考えられる。 

第１問は、例年どおりのＳＷＯＴ分析をベースに強みを抽出する問題である。第２問以降の解答も

考慮した上で、第４段落～第６段落を主な根拠として解答する。 

第２問は、コロナ禍以降増加傾向にある受注量に対応するため、Ｃ社製造部では生産能力の向上を

図る検討を進めており、どのように工程改善を進めるべきかが問われている。第15段落を主な根拠と

して、進め方の手順を意識しつつ解答する。 

第３問は、Ｃ社では受注量の増加や納期短縮要請などの影響で製造部の工程が混乱しており、どの

ように工程管理業務を改善すべきか、その進め方が問われている。第12段落～第14段落を主な根拠と

して、第２問と同様、進め方の手順を意識しつつ解答する。 

第４問は、Ｃ社の顧客企業との契約金額は現状のコスト高に対応できておらず、今後、顧客企業と

価格交渉を円滑に行うための社内の事前対策について問われている。問われているのは、あくまで事

前対策であって、交渉のやり方ではないことに注意する必要がある。第８段落・第９段落・第16段落

を主な根拠として解答する。 

第５問は、Ｃ社社長の新事業展開における構想について、これを成功させるにはどのように推進す

るべきかが問われている。与件にはない追加情報を加味して全体戦略の視点から解答することになる

が、対応は難しかったと思われる。設問の追加情報（社長の構想）を確認し、第１段落・第４段落～

第６段落を主な根拠として解答する。 

 

【事例Ⅳ】 

地方都市であるＺ市を本拠地として、複数の事業を展開する企業の事例であるが、例年同様、解答

のボリュームが多く、全ての問題について十分に対応することは難しかったと思われる。 

 第１問（設問１）は、例年どおり「経営比率分析」の問題であり、「優れていると考えられる財務

指標１つ、劣っていると考えられる財務指標２つ」の指標名・数値と単位を解答する。（設問２）は

財政状態および経営成績について、同業他社と比較した場合の特徴を解答する。与件情報をしっかり

と確認することで、十分に対応可能な問題であったと思われる。 

 第２問は、「戦術的意思決定」の問題である。（設問１）の解答が（設問２）の解答に影響を与える

ので、設問文の内容及び問題要求をしっかりと確認し、落ち着いて対応する必要があった。ただし、

（設問２）の問題要求の解釈が難しいため、できれば（設問１）で得点を確保しておきたい問題であ

った。 

第３問は、「設備投資の経済性計算」の問題である。見た目の数値情報量はそれほど多くはないが、

運転資本の取扱いの解釈など判断に迷うところもあり、短い時間の中で十分に対応することはかなり

難しい状況であったと思われる。特に（設問２）と（設問３）は計算のボリュームが多く、計算過程

欄を少しでも埋めることで部分点を稼ぐ対応になったであろう。 

第４問は、（設問１）と（設問２）において、それぞれの条件のもとに、事業部（または事業部長）

の業績評価の問題点と留意点が問われている。１次知識なども活用して記述し、少しでも得点を確保

しておきたい。 

 

以上 


